
令和８年度 

 

技術・家庭科 
 

評価の観点とそのねらい 

 

３年間でつけたい力 
 

学習の基盤となる資質・能力 

＜言語能力＞ 

現実的な諸問題に対応し求められる資質・能力 

＜自分づくりに関する力＞ 

○ 考えの妥当性や信頼性を吟味する力 

○ 他者に的確に分かりやすく伝える力 

○ 言語で正確に伝える力 

○ 目的や意図に応じて伝えるべきことを整理

する力 

○ 事実等を正確に理解する力 

○ よりよい社会を創る態度 

○ 主体的に社会参画する姿勢 

○ 共生社会を形成しようとする意識 

○ 地域に貢献する姿勢 

○ 様々な情報を活用・選択する力 

○ 課題に対応する力 

 

 

 

 

３観点 目標 

知識・技能 

＜技術分野＞ 

○ 生活や社会で利用されている材料、加工、生物育成、エネルギー変換及び

情報の技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を

身に付け、技術と生活や社会、環境との関わりについて理解を深める。 

＜家庭分野＞ 

○ 家族・家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境

などについて、生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに

係る技能を身に付けるようにする。 

思考・判断・表現 

＜技術分野＞ 

○ 生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し、解決策

を構想し、製作図等に表現し、試作等を通じて具体化し、実践を評価・改善

するなど、課題を解決する力を養う。 

＜家庭分野＞  

○ 家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するな

ど、これからの生活を展望して課題を解決する力を養う。 
 

主体的に学習に 

取り組む態度 

＜技術分野＞ 

○ よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に

技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

＜家庭分野＞ 

○ 自分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と協働

し、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な

態度を養う。 

 

 

 

 

 



 

評価資料について 

 

評価資料 説明 

観点 

知識・技能 
思考・判

断・表現 

主体的に学

習に取り組

む態度※ 

授業の 

取り組み 

【技】前時の学習内容を確認する授業内テストの取り

組みを評価します。 
  （○） 

【家】前時の学習内容を確認する授業内テストの取り

組みを評価します。 
  （○） 

学習カード 

【技】学習内容のまとまり（題材）ごとに、授業での

学習を振り返り、これからの生活に生かしてい

こうとする姿勢を評価します。 

  （○） 

【家】学習内容のまとまり（題材）ごとに、授業での

学習を振り返り、これからの生活に生かしてい

こうとする姿勢を評価します。 

  （○） 

実習 

【技】実習での活動の技能を評価します。また、製作

品や製作段階における個人の工夫も評価しま

す。 

○ ○  

【家】実習での工夫や技能の定着度を評価します。 ○ ○  

レポート 

【技】実習レポートの評価をします。学習内容によっ

てはレポートで実習の技能を評価することもあ

ります。 

 ○  

【家】レポートの評価をします。  ○  

小テスト

（１、２年） 

定期試験 

（３年） 

【技】【家】知識・技能の定着度を評価します。 ○ 
 

 
 

 

※主体的に学習に取り組む態度の評価は、上記の評価資料のみで評価されるものではありません。 

※評価の詳細については、技術・家庭科の初回授業オリエンテーション資料としてプリントを配布します。 

 ご家庭でもぜひご確認ください。 
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